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　我々は、Aconi七ine誘発不整脈モデル動物における
Quinidine，　disopirarnideの抗不整脈作用が心臓作用
以外に中枢作用をも関与することを第8回日本臨床薬
理学会で報告した。Aconitine誘発不整脈については
既に数多くの報告が見られるが、マウス、ラットな
どの小動物心電図波形解析はほとんどされず、’L拍
数の増加、減少のみの解析が主であった。
　今回、我々はECGプロセッサーとパーソナルコンピ
ューターを用い、心電図波形の解析を行ったので報
告する。
　実験方法：恒温恒湿の実験動物室で飼育した8－11
週齢の鋤系雄性ラット（SPF）を1群6匹用いた。使用薬
物はAcon　i七ine　12．5μg／㎏，　i．v．（S　I（MA），生理食塩水
（ヒカリ）であった。
　心電図の測定は、ラットをウレタン1．Og／kg，s．　c．
麻酔下で背位に固定し、針電極を通じて心電計（日
本光電）に導入した。誘導法は、第1及び第2誘導を
用い、おもに第2誘導を用いた。更に、心電計を介し
ECGプロセッサー（ソフトロン）、パーソナルコンピ
ューター（エプソン）を用い、波形解析の後、レー
ザープリンターで記録した。
　Aconitine投与量は、予備実験をして、1群4匹を用
い、5μg，10μg，12．5μg，15μg，20μg／kg，　i，v．の各
用量を行い、30ntin以内に、全例、　R－R，（∬時間の延
長が即ちれた最低用量12．5μg／kgを実験に用いた。
結果：Aconi七ineの心電図波形に及ぼす影響は
Aconi七ine投与後15－30minにかけて対照群と比較して
R－R時間の有意な（p＜0．01）延長、QT時間の延長傾向が
見えたが、QRSの延長は認められなかった。また，R電
位の有意（p〈0．〔5）な低下が認められた。
　以上のことから、Aconitineの誘発不整脈作用は、
本実験に用いた用量の範囲内では心房に強い影響を
及ぼすが、心室には作用しないものと思われる。ま
た、本装置を用いることにより小動物であるラット
の心電図の波形解析を容易に行うことができる。
当教室における病理解剖数は年間70～100例で、1
966年～1989年までの総剖検数は1985例であり、そ
の病理診断・所見記載事項の量は盛大となっている
．従来、各剖検症例の病理最終診断、主要所見は年度
毎に日本病理学会に報告され、日本病理剖検輯報と
して刊行されているが一症例の総字数約100字、コン
ピューター登録も病理診断項目のみに制限されている。
当教室での剖検報告事項の総字数は約400～1000字
であり、これらの情報を必要十分に利用検索し、又
病理学的事項を総合的に検討する場合、病変相互、
臓器相互、の関連性を的確に検討することが求めら
れる．更に検索された情報が視覚的字義で捉えられ
れば、病理学的解釈に新たな尺度で対応する事も出
来る．我々はこの点に注目し、情報を数的記号に変
換することなく、剖検輯報記載事項、各臓器の諸所
見、病理総論的分類事項を網羅総覧し、必要に応じ
て検索、再編集が可能な種々の目的に由った情報管
理システムを開発した。PCシステムのハードは汎用機である日
本竜混一PC9801　RAを用い、基本入力は、サムシンググッド
社のNinja　3proで行なったが、日本電気ワープロ文豪ミ
ニシリーズ機器でも入力可能にする為、3．5インチデスクドライ
ブを併設し、コンバーターとしてアンテナハウス社のV2．2、ジャス
トシステム社の一太郎をジョイントする方策を採った。剖検
症例の入力は一症例毎のカード形式とし、1～15項目
欄は、剖検番号、氏名、年齢、性、病理診断、副所見、治
療、住所、職業等の剖検回報記載事項の群、16～21項
目欄は病理診断報告香に基づく病理主病変、死因、
転移等の群、22～63項目欄は、各臓器所見の群、64～
70項目欄は、腫瘍、炎症、循環障害等、病理総論的分
類に基づく病変の群とした。これら70項目の各所見
を任意に抽出する事に依り、各項目間の比較検討や
一覧表・図表作製も可能である。本発表に際しては
当教室、佐藤　孟氏の尽力を頂いた．記して感謝申
し上げる．
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